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　沿岸部の開発や排水処理場の整備が進む福岡湾に12箇所の調査点を設けて底質調査を実施し，1974年と1997年に実施
された調査結果との比較を行った。
　2007年度の調査結果をみると，1974年，1997年に比べ，湾内の全域で COD（化学的酸素要求量）や IL（強熱減量）
の値の低下が見られ，湾口部の一部では1997年に比べて顕著な低下が確認された。水産用水基準の有機汚染度の合成指
標では，2007年は湾内全域が正常な底質と判断された。
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底質環境からみた福岡湾の現状

　福岡湾とその沿岸部はこれまで開発が行われてきた歴
史をもち，特に1970年以降は能古島以東の沿岸部で埋立
を伴う大規模な開発が行われてきた。
　福岡県では，福岡湾内の環境について水質を中心に継
続して調査を実施しているが，底質については，1974年
に河辺ら1），1997年に社団法人日本水産資源保護協会の
漁場富栄養化対策事業2）により調査されている。
　2007年は前回の底質調査から10年が経過したことか
ら，湾内全域に調査点を設けて底質調査を実施し，環境
評価を行った。

方　　法

　調査点は過去の底質調査と重複する海域を中心に図１
に示した12点を設定した。また，福岡湾を田中ら3）の区
分に従い，能古島以西の福岡湾湾口部（以下湾口部），
能古島以東，西戸崎・荒津以西の福岡湾湾央部（以下湾
央部），西戸崎・荒津以東の福岡湾湾奥部（以下湾奥部）
の３区に分けた。
　調査は2007年７月24日と９月20日，および2008年２月
28日の３回実施した。各調査点で小型スミス・マッキン
タイヤー型採泥器（採泥面積0.05㎡）を用いて採泥を行
い，底泥の表面の０〜２cm 層を採取混合し，冷蔵して
実験室に持ち帰り分析に供した。
　持ち帰った底質サンプルについては，泥分率，COD， 
TS（全硫化物），および IL について漁場保全対策推進
事業調査指針4）に定める底質分析法に従い分析した。
　また，これまで福岡湾内で実施された底質調査から調
査時期が一致する９月の結果との比較を行い，底質環境

の推移を調べた。
　さらにそれらの底質データをもとに水産用水基準5）に
よる有機汚染度の底質評価を行った。評価に用いた指標
は合成指標③と④で，指標の算出にはそれぞれ以下の計
算式を用いた。

　合成指標③＝0.582（COD −20.9）／ 15.4＋0.568（TS
　　　　　　　−0.51）／ 0.60＋0.580（泥分率−64.9）　
　　　　　　　／ 30.5

　合成指標④＝0.588（IL −7.99）／ 4.52＋0.559（TS
　　　　　　　−0.51）／ 0.60＋0.584（泥分率−64.9）　
　　　　　　　／ 30.5

図１　底質調査点と海域区分
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表３　底質分析値（2008. 2. 28）

表２　底質分析値（2007. 9. 20）

表１　底質分析値（2007. 7. 24）

　　図２　泥分率の推移（湾口部）　

　（1974年 Stn.1, 3, 4, 5 は調査点なし）

　図３　泥分率の推移（湾央部）

　図４　泥分率の推移（湾奥部）

結　　果

　2007年７月，同９月，2008年２月に実施した底質調査
の泥分率，COD，TS，IL の結果をそれぞれ表１，表２，
表３に示した。このうち2008年２月の Stn.10 と Stn.11
では採泥ができなかった。
　泥分率は最大が７月の Stn. ６の93.6％であった。３回

の調査で泥分率が70％を超えた割合は，湾口部が5.6％
（1/18），湾央部が72.7％（8/11），湾奥部が100％（5/5）で，
湾奥部ほど高かった。
　COD は最大が７月の Stn.10 の 20.94mg/g 乾泥で，水
産用水基準の基準値の 20mg/g 乾泥を超えていたが，そ
れ以外は基準値内であった。海域では湾央部と湾奥部が
高く，湾口部が低い傾向を示した。このうち湾口部では
Stn. ６が最も高い値であった。
　TS は最大が７月の Stn.10 の 0.97mg/g 乾泥であっ
た。水産用水基準の基準値の 0.2mg/g 乾泥を超えたの
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図５　COD の推移（湾口部）                

（1974年 Stn. 1, 3, 4, 5 は調査点なし）

図６　COD の推移（湾央部） 　図９　TS の推移（湾央部）

図７　COD の推移（湾奥部） 　図10　TS の推移（湾奥部）

　図８　TS の推移（湾口部）

　（1974年 Stn. 1, 3, 4, 5 は調査点なし）

は７月が Stn.10，Stn.11，Stn.12 の３点，９月が Stn. ７，
Stn.10 と Stn.12 の３点，２月は Stn. ７，Stn. ９，Stn.12
の３点であった。0.2mg/g 乾泥超えた割合は湾口部が
０％（0/18），湾央部が 45.5％（5/11），湾奥部が 80％（4/5）
で湾奥部が高かった。
　IL は，最大が９月の Stn.12の13.95%，最小は７月の
Stn. ４の1.30％であった。10％を超えた地点は , ７月は
Stn. ６と Stn. ８から Stn.12までの計６点，9月は Stn. ２，
Stn. ３，Stn. ９，Stn.10，Stn.11，Stn.12の計６点 , ２月

は Stn. ２，Stn. ８，Stn. ９，Stn.12の計４点であった。
このうち湾口部の割合は22.2％（4/18），湾央部は63.6％

（7/11），湾奥部は100％（5/5）で湾奥部ほど高かった。
　図２から図４に1974年と1997年 , および2007年のそれ
ぞれ９月期に実施された調査の泥分率の推移を示した。
湾央部と湾奥部の Stn. ７から Stn.12の地点では1997年
以降の泥分率は約80％で推移しており，泥化した底質が
維持されていた。泥分率の減少が顕著なのは湾口部の
Stn. ４で，1997年の調査では70％を超えていたが2007年
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の９月では１％前後まで減少し，泥質から砂質の底質に
変わったことが確認された。
　図５から図７に COD の推移を示した。湾央部と湾奥
部の Stn. ７から Stn.12の海域では，1974年に20mg/g 乾
泥以上であった値が1997年，2007年と減少した。湾口部
は，1974年に Stn. ６が 20mg/g 乾泥を超えたが，1997
年以降は 20mg/g 乾泥を超える調査点は見られなかっ
た。
　図８から図10に TS の推移を示した。湾口部では大部
分の調査点が0.1mg/g 乾泥未満で推移したが，Stn. ４で
は1997年に0.29mg/g 乾泥と水産用水基準値を超えたも
のの，2007年は検出されないまでに低下した。湾央部は
1974年に全点で水産用水基準値を超え，1997年には Stn.
９で0.92mg/g 乾泥，Stn.10で1.26mg/g 乾泥まで増加し
ていたが，2007年は水産用水基準値を超えるものの，平
均で0.23mg/g 乾泥まで低下した。湾奥部では，1974
年の Stn.12で2.25mg/g 乾泥と高い値を示していたが， 
2007年は湾央部同様水産用水基準値を超えるものの平均
で0.22mg/g 乾泥まで低下した。
　同様に図11から図13に IL の推移を示した。湾口部，
湾央部，湾奥部のすべてで IL は減少傾向を示し，今回
の調査ではすべて２％以下で調査点間での顕著な差は見
られなかった。
　調査点別の水産用水基準による有機汚染度の合成指標
値を表４に示した。
　合成指標③では，湾口部は３ヶ年ともに全点で負の
値で正常な底質と判断された。湾央部では1974年に Stn.
７と Stn. ９，および Stn.10が正の値で汚染された海域
と評価され，1997年は Stn. ９と Stn.10で正の値を示した。
2007年は，全点負の値で正常な底質と判断された。湾
奥 部 で は1974年 は Stn.11，Stn.12の ２ と も，1997年 は
Stn.11が正の値であった。2007年はともに負の値で正常
な底質と判断された。

　図11　IL の推移 （湾口部）
　（1974年 Stn. 1, 3, 4, 5 は調査点なし）

　図12　IL の推移 （湾央部）

　図13　IL の推移 （湾奥部）

表４　水産用水基準合成指標による有機汚染度の底質評価
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　合成指標④では，湾口部は1974年の Stn. ２と1997年
の Stn. ４が正の値で汚染された底質と判断された。湾
央部では1974年，1997年の２年ともに全点で正の値を示
し汚染された底質と判断された。2007年は全点負の値で
正常な底質と判断された。湾奥部も1974年，1997年とも
に正の値で汚染された底質と判断されたが，2007年はと
もに負の値で正常な底質と判断された。

考　　察

　2007年の７月，９月，および2008年２月の結果から，
湾口部の底質は湾央部と湾奥部に比べて泥化や汚濁が少
なく，その傾向は高水温期，低水温期ともに見られる。
このため湾口部と湾央部，湾奥部では異なる環境を形成
しているものと考えられた。また湾口部の中で最奥部に
ある今津湾内の Stn. ６は，３回の調査とも各項目の値
が他の湾口部の調査点に比べ高いことから，他の湾口部
に比べ湾央部や湾奥部に近い底質環境にあると考えられ
る。
　福岡湾全体を見ると湾央部，湾奥部ではともに泥分率
が高いものの，COD や IL では湾内全域で値が低下し改
善が見られる。特に湾口部の Stn. ４は1997年以降の改
善が顕著で，泥化していた底質が2007年の調査では最も
泥化が少ない Stn. １並に改善していた。
　水産用水基準による有機汚染度の底質評価でも湾口部
の Stn. ４では合成指標③，同④ともに1997年から2007
年にかけて指標値の大幅な低下が見られて底質が改善さ
れたことが伺われた。また泥化している湾央部と湾奥部
でも指標値はすべて負の値となり，底質は改善されてい

ると判断された。このことから，1997年から2007年まで
の間に福岡湾の底質は全域的に改善されたと考えられ
る。
　福岡県では，福岡湾の底質についての調査は個別の事
業で不定期に実施しており，水質を対象とする赤潮調査
のように定点を定めて定期的に行う調査はこれまで実施
してきていない。さらにこれまでの調査では事業ごとに
調査点や時期，項目に違いがあることから，今後は調査
項目を可能な限り統一して定期的に実施するとともに，
水質調査や流況調査などと連動した調査の実施とその継
続が必要と思われる。
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